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４４７７名名のの一一年年生生・・６６名名のの転転入入生生とと１１２２名名のの先先生生方方をを迎迎ええてて 

 先週は里の桜が満開を迎え、北信五岳を背景に校庭の桜の美

しい日が続きました。その桜に誘われるように、休み時間には

ひときわ多くの子どもたちが桜の下で喜々として遊ぶ姿が見ら

れました。桜の下でボールを追いかけたり鬼ごっこに興じたり

する子ども、木によじ登って桜花の中に消えていく子ども、時

折強く吹く風に両手を広げ花びらのシャワーを浴びる子ども。

まさに、桜と子どもが溶け合い一体となっているのを感じまし

た。その光景にしばし見とれながら、改めて子どもは生来やる

気を持っており、それを遺憾なく発揮しようとする存在であることを思わされます。桜の下で遊

んでいる子どもたちは、本当によく動いて疲れを知りません。先生に言われなくても、自ら遊び

を計画し自分たちで遊び方を工夫し、そのことに熱中しているわけですから、健全と言う他はな

いでしょう。 

 そんな本校児童のやる気を引き出し育てる教育を進めていきたい。新一年生、転入生、新たな

先生方を迎えて、そのような思いを強くしたところです。日野小学校の平成２９年度がスタート

しました。本年度も引き続きご理解とご支援よろしくお願いいたします。 

～「こんこんと湧きいずる日野の泉」のように～ 

長年、日野小学校で受け継がれてきた教育精神（理念）があります。 

「こんこんと湧きいずる日野の泉」のように、清らかな心

と希望を持ち たくましく生きる子どもの育成 

多くの諸先輩方や地域の皆様がこの精神を背景に、教育活動や地

域づくりを積み重ねてきたわけです。私自身は、それをこのように

解釈し受け止めたいと思っています。 

 

絶えることなく湧き出る日野の泉、奥山田に降った雨水が日野の地表に湧き出るには約 

１０年かかると言われています。その水は冷ややかにして透明感に満ちています。日野の 

泉は、地域に潤いを与えやがて豊かな大地を形成します。その大地で学ぶ日野の子どもは、 

泉の如く純真な心で日野の自然や様々な事象と出会い、人と交わり、様々な思いや願いを 

持つことでしょう。日野小学校では、それに向かって粘り強くやり抜くたくましい子ども 

の育成を目指そうとしています。 

 

「こんこんと湧き出る日野のいずみ」は、子どもの内に秘めたやる気と置き換えることができま

す。私たちは、「こんこんと湧きいずる日野の泉」のように、子どもたちのやる気がどんどん湧

き出るような教育活動を展開したいと願い歩もうとしています。  

本年度、日野小全職員の力を結集して取り組みたいことは、長年に渡って掲げてきたこの教育

精神（理念）を、日々の学校生活の中で、子どもの姿として実現することです。  



～「１年生を迎える会」の笑顔に元気づけられ ～ 

４月１４日（金）、その日は朝から悲しいことがあり少し落

ち込んでおりました。しかし、「１年生を迎える会」での新一年

生をはじめ子どもたちの笑顔に元気づけられました。 

朝車を降りると、「校長先生、ニワトリ死んでる」という報

告を受けました。あわてて飼育小屋へ行くと、１～６年生まで

３～４０人の子どもたちが小屋を取り囲んでいました。地面に 

横たわるウコッケイの姿を入れ替わり立ち替わり覗いて、「かわいそう…」と、悲痛な叫びを上げ

ていました。白い羽が一面に舞い散り、２羽が横たわり１羽は跡形もなく姿を消していました。

涙を流しその前にぼう然と立ち尽くす５年生。かける言葉が見つかりません。しばらくして、「穴

を掘って埋めてやろう」とうながしました。深く掘った穴にウコッケイを寝かせてやり、拾い集

めた羽を入れ、餌やわらを入れました。土をかけてやっている時、ある子が、「年賀状書けない。

今年はもう書けない」と目に涙をためています。かけがえのない命を失ったわけですから、その

子にとって、今年は喪中となったのです。４月に入って卵を産み始め、孵卵器で温めたりや抱卵

を試みたりして、ひなの誕生を楽しみにしていた矢先でしたから無理もありません。 

１年生を迎える会では、「皆さんの笑顔で校長先生は元気づけられました。…学校生活を送って

いると楽しいことばかりじゃない、時には悲しい出来事もあります。その悲しみを仲間と励まし

合って乗り越えていくことも大切なことなのです。…」と、全校児童に語りかけました。 

 

～ 本年度 PTA 活動も力強くスタート ～ 

４月２４日（金）の PTA 総会の折りに、日野小の教育精神にふれながら、学校教育目標であ

る「にっこり、しっかり、しなやかに」という合い言葉について説明させてもらいました。 

「にっこり」に寄せる思いは、明るく進んで挨拶し、思いやりをもって人と関わろうとする子ど

も。（徳育）「しっかり」は、よく聴きよく考えよりよく判断し、仲間と知恵を出し合って学ぶ

子ども。（知育）「しなやかに」には、体力的な力強さや柔軟性を身につけ、その体力を生かし

て、その場の状況に応じて動いたり危険を素早く察知したりして行動できる子ども。（体育） 

北城会長のもと、２９年度 PTA も力強く出発することができました。日野小 PTA の心意気を

発揮できる一年にしたいと思います。 

今年度お迎えした先生方（新任職員）の紹介 

 

（お名前）             （前任校）  

中村加津子  教頭先生        上山田小学校       

滝澤 真一  先生（理科専科）   下氷鉋小学校  

伊藤 史佳  先生（ひまわり学級） 飯山養護学校  

垂澤佐惠子  先生（いずみ学級）   須坂市役所  

古澤 矢絵  先生（５年松組）   豊丘小学校  

久保田  雅  先生（４年松組）   横浜市立南小学校  

小泉里絵子  先生（保健・養護）   東伊那小学校  

岩方 隼人  先生（事務・主事）   芋井小学校  

大塚 文音  先生（２年竹組）   松川中央小学校  

菊池 博子  先生（少人数指導）   森上小学校  

羽入田さゆり先生（支援員）     常盤中学校  

宮林 祥子  先生（支援員）     須坂支援学校  

日野の皆様には大変

お世話になります。 

どうぞ、よろしくお

願いします。 

抱卵の試み 


